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２学期も生徒たち頑張りました  

校  長   青  坂  信  司  

 

 

◆学校祭が終了して２ヶ月ほど経ちますが、

今でも私の脳裏に浮かぶ光景が沢山あり

ます。生徒たちの頑張りがいたるところで

見ることができました。マイクの不調で聞

こえづらかったという学校側の反省があ

るものの、ステージ上で多くの生徒たちの

個性が弾けていたのではないかと思いま

す。また、ステージには上がらないものの

各部門で生徒たちは「自分たちの学校祭を

成功させよう」と頑張っていました。  

 

◆多くの保護者・地域の方々からも、以下の

ようなお褒めの言葉を沢山いただきまし

た。（以下は、ほんの一部です）  

 

「演劇は感動し、バラエティーはたくさん 

笑わせてもらいました。合唱は、どのクラ

スもクラスカラーが出ていて良かったで

す。心に響き感動しました。」 

「昼食バザーは中学生の子たちが一生懸命接

客している姿がとてもよかったです。」 

「各教科の展示もなかなか目にする機会がな

いので興味深く見させていただきました。

美術チーム、家庭科チーム、アトラクショ

ンチーム、当日まで準備大変だったと思い

ますが、楽しく見せていただき、クッキー

もおいしかったです！」 

 

◆多くの貴重なご意見をいただいたことに、

重ねてお礼申し上げます。大変ありがとう

ございました。（「掲載してもいいですよ

」という許可をいただいた感想は『絆』１

７号と１８号に全て掲載しておりますの

でご覧下さい）  

 

◆私は管内の校長先生の集まりである校長会

の機関紙に次のような文章を書きました。  

 

生徒の自発性・自主性に基づいた活動も大切

にしたい 

中央中の学校祭には有志発表というのが

ある。コントあり、ダンスあり、弾き語りあ

り、バンドありの、ある意味「なんでもあり

」の世界である。やりたいが生徒が、やりた

いことをやる。一人でやるも気の合った仲間

と組んでやるも自由である。学校祭当日、普

段、おとなしく目立たない生徒が、全校のス

ターとなることもある。観客を笑わせるため

に「ここまでするの」というサービス精神旺

盛な生徒たち。学校祭定番の合唱、劇、弁論

といったこととは別な世界がそこにはある。  

以前、脳科学者澤口俊之氏は、子どもの社

会的知性や感情的知性とそれらを統合しコン

トロールする一つの超知性（自我）を育てる

ことの大切さを主張していた。いわゆるＰＱ

である。ＰＱを育てるために何が必要か。そ

れは「普通の環境」としての「自由で自発的

で複雑な社会関係」である。普通の環境の中

では，当然ちょっとした喧嘩やいざこざ、取

っ組み合い、はみだしが存在する。一見する

とネガティブな関係である。そして、それと

ともに助け合い、協力し合い、喜び合うとい

ったポジティブな関係が存在する。それらネ

ガティブな関係やポジティブな関係が入り混

じった雑多な社会関係こそ、生徒の「生きる

力」を育むために必要なことの一つなのであ

る。  

有志発表は、完全に生徒たちの自発性･自

主性に基づいた活動である。有志発表で、生

徒たちは観客を喜ばせようとして夢中になっ

て取り組む。その中で、友達と触れ合い，助

け合い，協力し合う活動が生まれる。こうし

たことも、今の中学校では大切にしたいこと

の一つかもしれないと、生徒たちの個性が弾

けるステージを見ながら思ったのである。  

 

◆２学期、文化面で生徒たちの頑張りが目立

ちました。きっとご家庭で支えてくださっ

ている保護者の皆様がいたからこそだと

思います。ありがとうございました。  

◆皆様、良いお年をお迎えください。  

 
        教育目標（校訓） 

・ さわやかな笑顔（明朗） 
・ 鍛える体（闊達） 
・ 磨く知性（自主） 
・ 折れない心（独立） 
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